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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、e ラーニングと対面授業を融合させたブレンディッドラーニング環境において、

学習者のモチベーションや自己制御学習方略に関する学習者特性を考慮しながら e ラーニング

コンテンツを積極的に利用させる授業設計を検討し、かつ、それらが学習効果にどのような影

響を与えるのか、追究することを目的とした。本研究成果として、フィードバックの有無は e
ラーニングシステムの利用と授業の成績に直接的な影響を与えるとともに、その利用が課題や

成績に対する意識に影響を与えることを明らかにした。さらに、その意識が自己調整学習に影

響を与え、その結果、自己効力感が高まり、これが授業の成績に直接影響を与えるなどの因果

関係を明確にした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research aimed at analyzing the students’ learning effects of an e-learning 
system considering their motivation and self-regulated learning strategies in blended 
learning environments. From the results, the students whose class included the 
e-learning system with the feedback system accessed it more often than the students 
whose class did not have it. In addition, it was clear that their class performance was 
affected by the feedback system. The use of the e-learning system directly influenced 
the students’ awareness to the task. Their consciousness directly influenced their 
self-regulated learning strategies, and their self-regulated learning strategies in turn 
directly influenced their self-efficacy. Furthermore, their self-efficacy had an indirect 
effect on their class performance. 
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１．研究開始当初の背景 
ブレンディッドラーニングの課題として、

１）授業設計及びコンテンツの在り方の検討、
２）学習者に応じた支援方法の検討、３）e
ラーニングコンテンツの積極的な利用の促
進、４）講義型、演習型等、種々の対面授業
の形態におけるブレンディッドラーニング
の分析などが挙げられていた。 
さらに、授業が進むにつれ、モチベーショ

ンが低下し、次第に授業時間外に e ラーニン
グを利用しなくなる学生が存在することか
ら、授業時間外に e ラーニングを利用させる
方略について検討することが求められてい
た。 
 
２．研究の目的 
本研究では、e ラーニングと対面授業を融

合させたブレンディッドラーニング環境に
おいて、学習者のモチベーションや自己制御
学習方略に関する学習者特性を考慮しなが
ら e ラーニングコンテンツを積極的に利用さ
せる授業設計を検討し、かつ、それらが学習
効果にどのような影響を与えるのか、追究す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
  初等教育や大学情報教育においてブレン
ディッドラーニング環境を構築し、eラーニ
ングシステムを介して課題の成績や教員か
らのコメントを開示するフィードバックの
効果等について追究した。 
 
４．研究成果 
  フィードバックの有無は eラーニングシス
テムの利用と授業の成績に直接的な影響を
与えるとともに、その利用が課題や成績に対
する意識に影響を与えることが分かった。 
さらに、その意識が自己調整学修に影響を与
え、その結果、自己効力感が高まり、これが
授業の成績に直接影響を与えるなどの因果
関係が明らかになった。 
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